
前号からの続き

Ｙ；しかし、「謀反に関する大切なお知らせ」として、「明日、午前１時に桂川に集合せよ！」と

書いてあります。これはホンモノです！

編；で、おぬし、参加するのか？ （なんでまた、急に「おぬし」なんて言うんですかね。）

Ｙ；ちょっと待ってください。この招待状は編集長あてにきたものですよ、ボクは参加しません。

だって本能寺の変の後、明智光秀は豊臣秀吉の軍勢に討たれています。このハガキのいうとう

り本能寺の変に参加したら、こっちだってクビをはねられます。それに、「戦死、討ち死され

た場合について、当家では一切責任を負いません」と書いてあるじゃないですか。調子に乗っ

て参加するわけにはいきません。（Ｙくん、めずらしく冷静）

編；なるほど、ではどうしたらよい？

Ｙ；いまは情報がお金になる時代です。この情報を信長に売ったらどうです？

編；どういうことじゃ？

Ｙ；明日の朝、光秀が本能寺に攻めてくるということを、信長に教えてやるのです。もちろんタダ

ではありません。この情報は重要度レベル５ですから相当お高いですよ。

編；なに！・・・ということは、本能寺の変が失敗するようにしむけるわけか。

Ｙ；そのとうり。信長には本能寺の変で自害することなく、少し長生きしてもらって天下を統一し

てもらおうじゃないですか。

編；しかし、そうなると秀吉の天下統一もなくなり、

大阪城建設も夢となる。歴史をねじ曲げること

になるではないか。 おぬしも悪よのう。

Ｙ；では、さっそく信長にメールを打ちましょう。

編；Ｙくん、信長のアドレス知ってるんか？

Ｙ；もちろん、nobunaga＠ azuchi1582です。
以前、こっそり教えてもらいました。

Ｙくんの密告があったためかどうかわかりませんが、「（信長の）首を求めけれども更に見えざりけ

れば、光秀深く怪しみ、最も其の恐れ甚だしく、士卒に命じて事の外尋ねさせけれども何とかならせ給

ひけん、骸骨と思しきさへ見えざりつるとなり。」と記されています。

※ 前号のハガキは、福知山市が福知山城への観光客誘致のために出したハガキの一部です。
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